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第 26囲京都支部総会報告

京

都

第 26回大図研京都支部総会が 10月 10日(金)午後 7時から京大会館におい

!て開催されました。総会参加者は 10名でした。まず、議長(支部長)より{第 i

I 1号議案】切02年度活動総括及び 2003年度 (2003.10-2脳 .7)活動方針J I 
iについて説明があったのち、討議に入りました。 | 
| その中で一番、議議-論になつたのは会費未納者者.の間題で、した。総会に出席され l

lドト吋般一は一酬一入 牌 一 率

者にとつて納得でで、きない。j という意見が出されましたo これにたいして、未納

者に個別に振込用紙を送付するなどのこれまでの対応策を説明するとともに、

このことを活動報告にも付け加えることになりました。また今後、会費納入率

の向上によりいっそう努めることを確認しました。そのほかにも、【第 1号議案]

について意見がいくつか出され、 8箇所を修正(r後目、確認した上で修正Jも|

含む)の上、承認されました。修正箇所については以下の通りです。

[目次]

大学図書館問題研究会第 26田京都支部総会報告 1 

2002年度会費納入のお願い ・・・ 8 

2003年忘年会のご案内 ・・ 8

O ご意見・ご要望、投稿は下記、電子メールまたは URLへお寄せください。

電子メーノレ:dtkk@rg7.so-net.ne.jp 大学図書館問題研究会京都支部)

URL : http://www009.upp.so-net.ne.jp/dtkk/jndex.htm 
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はじめに

<穆正前>

このように、評価が限られた資源の配分に結びつくというサパイパル的競争環境が文部科学

省による統制強化を導くという構図が現実味を帯びてきています。太学毛主主説書ぎで;あ¥挙図書館

のγ午主、;の数桂子ヒ;'81ミーくぷ〉サ:¥'1::'':えが三効率という名のもとに切り捨てられる可能性が出てきて

います。

<修正後>

このように、評価が限られた資源の配分に結びぅくというサパイパル的競争環境が文部科学

省による統制強化を導くという構図が現実味を帯びてきています。謀議お主主主三E現実主ぎりさき
ちが、J、:効率という名のもとに切り捨てられる可能性が出てきています。

<修正前>

また、暖除去的列車京調弱者指j許可厳隣誠意讃蝋磁紙三良
好な協力関係を築いていくことが必要で、す。

く{彦正後>

また、糊者¥情活通閥系議2字 号機掛交滅私幌:惚瞬宣言:杭委譲奪家主良

好な協力関係を築いていくことが必要です。

1. 2002年度活動総括 ( 1 )京都ワンディセミナーの開催と会員間交流

<11彦正前>

. . . 6月 28日には京都ワンディセミナー「利用者の立場から見た図書館J(共催:京都大学

大学院教育学研究科生涯教育学講盛)を開催しました。

<修正後>

・6月 28日には京都ワンディセミナー「利用者の立場から見た図書館J(共催:京都大学

大学院教育学研究科調護館情持挙研括主Dを開催しました。

12002年度活動総括 (2)支部報

<修正前>

編集体制を強化するとともに、サイズを M版に改め、誌面を一新しました。鵜蹴巌繍

縫萎髪室議委主獲さ宮廷系議読書ミミ支部委員が積極的に執筆することを心掛けました。また投稿規定

を整憶しました。

<修正後>

編集体制を強化するとともに、サイズをA4版に改め、誌面を一新しました。讃望惨接鷲鵠讃

穣様蕗妥識畿素錆素斡禄i踏隊噺浸焼霊芝潟ミ芝誘努議襟綜ミ
掛けました。また投稿規定を整備しました。

12002年度活動総括 (4)組織活動

<修正前>

挙鞠開業主宮崎挙事綱渡葬完了銘:騒ぎ都機皆様蛸j審議蹴総持お
支援k属議議長選験禁勤時封勝禍酵泌総織;長税務議案髄濠議長議離

勧誘を妻子板る考委恥;引き続き、組織的な取り組みが必要です。

<1惨彦正後>

返輔歎杢鯛賜1長技￡草磁返釘斜ミ滞鴻蒋存:五売高抹:失去たが-がJ狩向忌勾菅跡舟紛守柿秘議議純:苔事狩隊15す鷺務際~繁総際す雰務際i三注鴻諸2主鴻鴻議搬;議叢姦彰遊憲薮⑥溺滋:，'1五五1亘蚕)言亘持言言持;必場硲3護主携鱗苓婆滋拳繕率蹴:援翠芸返訟言訟ミ積鱗揮霞哲換~!臥1
議議:吾賓:努香脅案主芝説~:t元己主;孟孟云阜訟:L￥:忘会会員頁:数ほ懐続議:ミミ9:Q~'空手頂頻発足言語記長主義，，'弱証言1経:き;;主規規;:議機
培言語塗;禁引き続き、組織的な取り組みが必要です。

つ』



十 2002年度活動総括 (5 )財政活動

<修正前>

大図研京都 No.219 (2003.11) 

財政活動については.支部委員会として毎月状況を把握するとともに、前年度に引き続いて

積極的な会費納入の働きかけを行っていますが二2002年度会費の納入率は 8月現在で 64%ですよ

く修正後>

財政活動については、支部委員会として毎月状況を把握するとともに、求憩者五と{菌加宇振込

揖経費f君主将境戸主主主とえ前年度に引き続いて積極的な会費納入の働きかけを行っていますよ2002

年度会費の納入率は 8月現在で 64%関もお出ゃうと治時刻域部:闘に影響家主明言

長かね長官民

2. 2003年度活動方針 (2)支部報について

<修正前>

定期発行に努めます。

<修正後>

定期発行発滑走1に努めます。

2. 2003年度活動方針 (4) 

<諺正前>(4)会費を全員が前納します。

会員としての義務である会費納 成績 機翼 民俗 語以 綜

財政活動を一層前進させるため、支部委員会において、毎回担当者から報告と提案を受け、

全員で取り組みます。

また、個々の会員に積極的に芦をかけ、会費納入をはたらきかけます。

<鯵正後>(4)会費納入率の向上

会員としての義務である会費納入準泌総蕗掛j戦蕊
財政活動を一層前進させるため、支部委員会において、毎回担当者から報告と提案を受け、

全員で取り組みます。

また、個々の会員に議長義務系擁護手を主義道積橿的詮議議箆に芦をかけ、会費納入をはたらき

かけます。

続いて{第 2号議案】 f20U2年度決算、 2003年度予算及び会計監査報告Jが提案されました。

予備費の額が大きすぎるという指摘を受けて、 2003年度予算の支出の部・予備費 217，897円を

予備費 157，897円と特別事業準備金 60，000円に分けました。また、 2002年度決算の支出の部・

研究交流集会費の(内訳)、研究会の備考欄にセミナー毎の内訳を表示するなど、若干の修正を

加えた上で承認されました。

続いて【第 3号議案] f2003年度大学図書館問題研究会京都支部役員侯補Jが承認されまし

た。

[第 1号議案]2002年度活動総括及び

2003年度 (2003.10~2004. 7)活動方針

はじめに

国立学校制度を廃止する国立大学法人法等が 2003年 7月 9日の参議院本会議で可決され成

立しました。法人化後の大学図書館関係予算の各大学への交付は、運営交付金として各大学ご

とに一本の経費として配分される予定です。各国立大学図書館は予算確保を目指して、大学の
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中期目標・中期計画に図書室官の目標や企画を盛り込むことに努力を傾注することになるでしょ

うロまた、昨年 11月に成立した改正学校教育法は、設置認可制度の大転換や、認証評価制度の

創設、専門職大学院の創設、法令違反の大学の是正措置等を決めており、単に国立だけでなく、

国公私の大学、短大、高専にも適用されます。このように評価が限られた資源の配分に結びっ

くというサパイパル的競争環境が文部科学省による統制強化を導くという構図が現実味を帯び

てきていますc 数値化しにくい図書館のサービスが、効率という名のもとに切り捨てられる可

能性が出てきていますc このような状況下において、現場の図書館員は、予算と人員の抑制と

いう問題をかかえつつ、サービスの多様化、高度化を迫られています。このような時にこそ、

図書館員ひとりひとりの専門的力量が関われています。

個々の図書館員の能力のレベルアップをはかるためには、雇用形態を問わず、すべての図書

館員が協力し合い、情報の交換や研修の機会が継続的に提供されることが必要です。そのこと

が結果として利用者へのサービス向上につながることを積極的にアピーノレしていかなければな

りません。また、利用者や書，r;5.出版関係者との積極的な交流等、幅広い人的ネットワークを

育み、良好な協力関係を築いていくことが必要です。

大学図書館問題研究会京都支部では、このような状況を踏まえ、図書館員のより高度な力量

形成に向けて活動を展開して来ました。

1.2002年度活動総括

( 1 )京都ワンディセミナーの開催と会員間交流

2002年 10月5日に京都ヲンデ、ィセミナー「韓国における大学図書館のアウトソーシングJ(共

催:京都大学大学院教育学研究科図書館情報学研究室)を開催しました。講師として、金英貴

氏(新羅大学助教授・京都大学大学院教育学研究科招聴外国人)をお呼びしました。 2003年 6

月 14日には学術情報ワークショップ 2003(summer) r学術情報流通の新たなるステップ:学術

文献宇宙とリンキング機能の展開Jに日本図書館研究会・マルチメディアと図書館研究グ、ノレー

プ他との共催のかたちで運営に参加しました。 6月 28日には京都ワンディセミナー「利用者の

立場から見た図書館J(共催:京都大学大学院教育学研究科図書館情報学研究室)を開催しまし

た。始めに藤原由華氏(京都大学附属図書館)、大橋亜紀子氏(京都大学工学研究科・工学部物

理工学系図書室)に利用者教育の事例報告をしていただき、その後大学院生と図書館員、フロ

アを交えてのパネノレディスカッションを行いました。

(2)支部報

編集体制を強化するとともに、サイズを A4版に改め、誌面を一新しました。支部外から原稿

を募るなど.執筆者の幅を拡げることに努めるともに、支部委員が積極的に執筆することを心

掛けました。また投稿規定を整備しました。

(3 )ホームページとメーリングリスト

2003年2月にホームページのデザイン、内容をリニューアルしました。

メーリングリストについては、支部委員会報告や行事の案内などコンスタントに情報を会員

に提供するように努めてきました。

(4 )組織活動

退職や異動による退会があったにもかかわらず、あらゆる機会をとらえ、積極的に入会の勧
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誘を努めたことにより、会員数は 85名 (2002年6月現在)から 87名 (2003年 8月現在)と微

増しています。引き続き、組織的な取り組みが必要です。

(5 )財政活動

財政活動については、支部委員会として毎月状況を把握するとともに、未納者に個別に振込

用紙を送付するなど、前年度に引き続いて積極的な会費納入の働きかけを行っています。 2002

年度会費の納入率は 8月現在で 64%とおもわしくなく、このままでは支部活動に影響をおよぼ

しかねません。

2.2003年度活動方針

( 1 )研究活動のさらなる発展と会員簡のコミュニケーションの重視

今年度も会員のニーズに応えた研究活動の充実をはかり、会員の専門的力量形成に役立てま

す。また会員間のコミュニケーションを促進するため支部報の発行、ホームページの充実など、

一置の努力をします。

積極的に会員聞の交流の機会をつくることに努めます。

(2)支部報について

定期発行(月刊)に努めます。

会員の多様なニーズに応え、各人のスキルアップに貢献できる内容になるよう努力します。

読みやすい紙面づくりを心がけます。

できるだけ多くの人に執筆していただけるよう努力します。

( 3 )会員を増やす活動

大学図書館問題研究会および京都支部の活動を説明し、会員を増やす活動を進めます。特に

若手の会員を増やし組織の若返りをはかることを重視します。

そのために魅力ある企画を立てるように努力します。

(4)会費綿入率の向上

会員としての義務である会費納入を全員が確実に行いましょう。

財政活動を一層前進させるため、支部委員会において、毎回担当者から報告と提案を受け、

全員で取り組みます。

また、個々の会員に積極的に声をかけ、会費納入をはたらきかけます。

[第 2号議案]2002年度決算報告活動総括 及び

2003年度予算及び会計藍査報告

ζ
J
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一 総支出

206，580 I 365.177 

収入の部

項目 予算 決算 差引額 備考

前年度繰越金 131，328 I 131，328 9J 
2002年度会費 232，200| 153，900 I 8LOGO157名

2001年度会費 l 51，300 1 32A00 i7名

12000年度会費 6，800 I 13フ60014名

I 1999年度以前会費 8，500 1，700 6，800 1名

支部報購読会員| O 6，ooo l ム6，0001 1 名 (2002~4)

支部活動援助金 10，000 ! 10，000 I 。|
B 

雑収入 O 6，549 6会549i寄付・利息

30.000 
品。oml…

一参加費 @29' 2003.06開催分|

500@31) 

!計 453，728 I 365，177 I 38，551 I 

支出の部

項目 | 予算 ! 決算 | 差引額 | 備考

会報 65，000 ! 68.587 I ム3，5871
ト一一一一一一一一一一ト一一一一一一ι一一一ト一一一一一一一一寸一一一一一ーム一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一

(内訳

印刷費 25，000 I 33，867 I ム8フ867

郵送費 40，000 I 34，720 I 5，280 i 

研究交流集会費 130，000I 100，829 I 29，171 I 
r------------------r------.------------r-----一一一一一 一一一一一ィ

(内訳

新春合同支部例 20，000I 0 I 20，000 ! 
.6.. 1 

研究会 100，000I 98，779 I 1，221 I 2002.10.5開催分 21，850I 
12003.6.28開催分 76，929

支部総会 L_ 10，000 1 2，050 I 7，950 I 
全国委員会参加補助費 30，000 I 10，000 I 20，000 I 
事務費・通信費 L__ ~O， OOO I 3，1641 6，蕊6
HP維持費 L ~4，OOO I 24，000 1--0  

予備費 L 194，728 I 0 T--- 194，728 

合計 45，3728 1_ 206，580 I 247，148 1 
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2003年度予算 (200.3.7 "-'2004.6) 

収入の部

項目 算予 備考 1 
i前年度繰越金 158，597 

2003年度会費 234，900 87名

未納会費 128，400 2002年度 29名 .2001年度

11名・ 2000年度 8名・ 1999

年度以前4名

i支部活動援助金 10，000 

|合計 531，897 I 

支出の部

回目
ム報

考備

nu 
nu 

ハunu 
Q
d
 

(内訳)

醐費| 42，000 1 

郵送費 48，000 

一「
160，000 

(内訳)

| 新春合同支部例会 50，000 

研究会 100，000 

支部総会 10，000 

全国委員会参加補助費 30，000 

事務費・通信費 10，000 

HP維持費 24，000 一ヶ月 2，000

予備費 157，879 

特別事業基金繰入 60，000 

合計 531，897 

2002年度特別事業基金

2002年度は特別事業基金繰入はなし。

現在の特別事業基金は 174，850円です。

2002年度大学図書館問題硯究会 E 

京都支部会計監査報告

帳簿及び現金は適正に保管・記載されていた。

2003年 10月8日 i
西J!l慈子(印)

福井京子(印)
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【第 3号議案)2003年度大学図書館問題研究会京都支部役員候補

支部委員候補 (50音I1麗)

赤津久弥 (京都大学工学研究科・工学部電気系図菩室)

井上敏宏 (京都大学附属図書館)

大館和郎 (京都学園大学図書館)

金森孝之 (京都大学薬学部図書室)

進藤達郎 (京都大学工学研究科・工学部物理工学系図書室)

辰野直子 (京都大学人間・環境学研究科総合人間学部図書館)

呑海沙織 (京都大学人間・環境学研究科総合人間学部図書館)

村上美代治 (龍谷大学学術情報センタ一瀬田図書館)

吉田誠 (京都工芸繊維大学附属図書館)

監査委員侯楕

福井 京子 (京都大学教育学研究科・教育学部図書室)

大橋亜紀子 (京都大学工学研究科・工学部物理工学系図書室)

全国委員候補

主主海 沙織 (京都大学人間・環境学研究科総合人間学部図書館)

o 2002年度、 2003年度会費納入のお願い

晩秋の候、会員の皆様におかれましてはご健勝のことと存じます。 2002年度大図研会費及び支部会費の納入状況を

お知らせいたします。すでに 2002 年度(大図研会計年度 2002.07~2003.06) が終了していますが、納入率は六割程

度と依然として思わしくない状況にあります。

会費納入率の低下は大図研の活動に影響を与えるだけでなく、支部セミナーなどにも悪影響を及ぼします。納入い

ただいていない会員の皆様におかれましては、一刻も早い会費の絵入にご協力いただきますようお願いいたします。

また、既に新会計年度に入っていますので 2003年度の会費につきましでも納入をお願いいたします。

記) 大学図書館問題研究会会費 ￥5，000 

京都支部会費 ￥2，000 

合計 ￥7.000 

会費は下記口座に郵便振替でお送りいただくか、お近くの支部委員にことづけていただきますようお願いいたします。

郵笹振替張替口座番号 01090-4-5904 大学図書館問題研究会京都支部

ご不明な点l土京都支部財政担当・吉田(京都工芸繊維大学)までお願いいたします。 myos@kdm.jrnet.ne.jp

o 2003年忘年会のご案内

下記日程で大図研京都支部の 2003年忘年会を

催します。

日時 12月2日 (火 19時30分~

場 所大文字j

京都市左京区吉田泉殿町42-3

電話 075-751-6510
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。皆様、是非ご参加ください。
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